
 

 

便利で快適な暮らしのもとで、 
住⺠みんなが⽀え合い、 

安心して暮らせる災害に強い本能 
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（ ２ ） 目指すまちの将来像を実現するための目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご近所、 町内の繋がり 、 助け合いで 

安全な「 暮ら し 」 をつく る 

隣近所、 町内のみなさ んの顔が見える関係を大切にし 、 普段

から 、 お互いに助け合える繋がり をつく り まし ょ う 。  

一人ひと り が「 防災」 に対する意識を高めると と も に、 町内

の防災力を高めていきまし ょ う 。  

目 

標 

１  

便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
の
も
と
で
︑住
⺠
み
ん
な
が
⽀
え
合
い
︑ 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
本
能 

京都ら し さ を大切にし つつ、  

災害に強い「 いえ」 をつく る 

京都ら し い風情ある町並みを大切にし つつ、 地震が起こ っ た

時でも 倒れにく く 、 燃えにく い家づく り に取り 組みまし ょ う 。

空き家や民泊のこ と も 考えていきまし ょ う 。  

マンショ ンも 、 災害に備える力を高めていき まし ょ う 。  

日々の暮ら し を支え、 災害時にも  

安全に避難できる「 みち」 をつく る 
堀川通や四条通と と も に、 油小路通や蛸薬師通等は、 災害時

にも 「 地域の集合場所」 や避難所に安全に避難できる「 みち」

にし ていきまし ょ う 。  

路地の雰囲気を大切にし つつ、路地の安全性を高めまし ょ う 。 

地域の特徴を活かし た 

安全な「 まち」 をつく る 

「 碁盤の目」 と いわれる京都の町割り や、 本能自治会館や堀

川高校などの施設、 ホテルやマンショ ンなど、 学区の特徴を活

かし た安全な「 まち」 をつく り まし ょ う 。  

住民参加のも と で避難所の機能の向上に取り 組みまし ょ う 。  

目 

標 

２ 

目 

標 

３ 

目 

標 

４ 

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像 

︵
こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
︶ 
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（ ３ ） 方針と 具体的な取組のアイ デア  

目標１  

ご近所、 町内の繋がり 、 助け合いで 

安全な「 暮ら し 」 をつく る 
こ れまで育んでき た地域コ ミ ュ ニティ や、 隣近所、 町内のみなさ んの顔が見

える関係を 大切にし 、普段から 、お互いに助け合える繋がり をつく り まし ょ う 。  

災害時には、「 自分の身、 自分の家族、 自分の地域は自分で守る」 と いう 基本

的な考え方のも と 、 一人ひと り が「 防災」 に対する 意識を 高めると と も に、 住

民同士が支え合い、 協力し ながら 安心・ 安全に暮ら せるよう 、 町内の防災力を

高めていき まし ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方針❸ 町内の防災力を高める 
災害が起こ っ た際に住民の安否確認や救出救護に取り 組め

るよう 、 普段の生活から 町内の防災力を 高めまし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆高齢者や体の不自由な方と日常的に挨拶などのコミュニケー

ションをとっておく。 

◆防災グッズを町内で共同購入し、住民に安く普及する。 

方針❶ 隣近所、 町内の繋がり を育む 
「 染め」 のまちと し て育まれた豊かな地域コ ミ ュ ニティ を 大切にし て、ご近所付き

合いや町内の住民の交流を 図り 、 お互いに助け合える繋がり を つく り まし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆お互いに近所付き合いを心掛けておく。何気ない会話を常日頃から心掛ける。 

◆町内の祭事やイベントなどの機会を増やし、顔なじみをつくる。防災の話をする。 

◆子どもが参加できる取組、マンション住民の方が参加しやすい取組を企画する。 

方針❷ 一人ひと り が「 防災」 に対する意識を高める 
一人ひと り が「 防災」 に対する意識を高め、 一人ひと り が災害時に適切な行動を と

れるよう 、 日頃から 準備し ておく こ と を心掛けまし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆防災訓練や防災まちあるきに参加し、日頃から防災のことを考える。 

◆災害が起こった時に、自分ができること、家族で連絡を取り合う方法

などを、事前に家族みんなで話し合っておく。 

 

 

▲防災部長研修 
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目標２  
京都ら し さ を大切にし つつ、  

災害に強い「 いえ」 をつく る 
京都ら し さ が残る 風情ある町並みを 大切にし つつ、 地震が起こ っ た時でも 倒

れにく く 、 燃えにく い家づく り に取り 組みまし ょ う 。 身近にある空き 家や民泊

についても 、 災害時を 見据えた取組を 考えていき まし ょ う 。  

マンショ ンは、 災害時の大き な揺れへの対策から 被災後の復旧の備えまで、

事前にでき る対策を 考え、 災害に備える力を 高めていき まし ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方針❻ マンショ ンの災害に備える力を育てる 

マンショ ンは倒れにく く 燃えにく い一方、高層階で揺れが激し

く なるなど、マンショ ン特有の問題があり ます。マンショ ンの特

徴を 理解し 、 住民が協力し 合い災害に備える力を高めまし ょ う 。 

【具体的な取組のアイデア】 

◆電気や水道が停止した場合の対策などに取り組む。 

◆マンション単独ではなく、町内会と連携した防災訓練の実施。 

◆世帯数や家族構成などマンションの状況に合った防災組織を

つくる。 

◆地震保険の普及啓発など、マンション住民が協力して震災後の復旧を見据えた対策に

取り組む。 
 

方針❺ 空き家の対策や民泊の対応を考える 

町内で空き 家を把握し たり 、 災害時に民泊と 連携・ 協力でき る体制づく り など、 空

き 家の対策や民泊の対応を 考えておき まし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆空き家を確認し、防犯防災に備え、点検対策を事前にしておく。 

◆災害時に安全確認が必要かどうかが分かるように、空き家を誰にでも分かるようにし

ておく。 
 

▲学区内のマン ショ ン  

方針❹ 自宅の安全性を高める 
自分の命や財産を 守る ため、 家具の転倒防止や倒れにく く 燃えにく いよ う にする

改修など、 でき るこ と から 災害に強い家づく り に取り 組みまし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆家具の転倒防止や感震ブレーカーへの入れ替えなど、できる対策から取り組む。 

◆自宅の適切な維持・管理、耐震性の確認、耐震改修や防火改修に取り組む。 

◆高齢者の世帯に IH クッキングヒーターへの切り替えを促す。 
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目標３  

日々の暮ら し を支え、 災害時にも 

安全に避難できる「 みち」 をつく る 
市の広域的な幹線道路である堀川通や四条通と と も に、 学区の防災上重要な

道路と なる南北の油小路通や東西の蛸薬師通等、 町内の主要な道と なる小川通

と 醒ケ井通は、災害時にも「 地域の集合場所」 や避難所に安全に避難でき る「 み

ち」 にし ていき まし ょ う 。  

風情ある路地の雰囲気を 大切にし つつ、 複数方向への避難経路を 確保するな

ど、 路地の安全性を 高めまし ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方針❽「 路地」 の安全性を高める 

将来にわたっ て京都ら し い風情ある路地を 継承し ていける よう 、 複数方向への避

難経路を 確保するなど、 路地の安全性を高めまし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆袋路（行き止まりの路地）は複数

方向に避難できるようにする。 

◆袋路（行き止まり路地）や細い路

地の入口部の建物等が倒れないよ

うに安全にする。 
 

▲緊急避難扉の設置 

方針❼ 避難でき る「 通り 」 を整える 

油小路通や蛸薬師通など、日常生活を 支える学区の防災上重要な道路や、小川通と

醒ケ井通の町内の主要な道は、 災害時に住民の避難を 支える「 通り 」 と し て、 日頃か

ら 避難経路と し ての安全性を 確認し ておき まし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆学区の防災上重要な道路や町内の主要な道は、沿道の建物の耐震化や防火改修を促進

する。 

◆学区の防災上重要な道路のうち、幅員が４ｍ未満の道路や町内の主要な道は、建替え 

に合わせて４ｍ以上の幅員を確保する。 

◆自転車や植木など、自宅周りの整理・整頓を心掛

ける。 

◆日頃から不法駐車のない見通しの良い道路にす

る。 

◆日頃から、自宅から「地域の集合場所」、「地域の

集合場所」から避難所までの避難経路を実際に歩

いて安全性を確認しておく。 ▲油小路通 
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目標４  

地域の特徴を活かし た 

安全な「 まち」 をつく る 
「 碁盤の目」 と 言われる 京都の町割り がし っ かり と 残るまちの空間や、 学区

の中央に立地する本能自治会館や堀川高校、 堀川通や四条通の沿道のホテルや

マンショ ンなど、 学区の特徴を 活かし た安全な「 まち」 をつく り まし ょ う 。  

避難所運営ゲームなど、 住民参加のも と で避難所の機能を 高める活動にも 取

り 組みまし ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針❾「 地域の集合場所」 の安全性を高める 
災害が起こ っ た際に町内の住民が集まり 、 安否確認

や救出救護の活動を行う 場所であるため、 日頃から 周

囲の安全確認をし ておき まし ょ う 。 町内の住民で「 地

域の集合場所」 を 共有し ておき まし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆一人ひとりが「地域の集合場所」を確認する。 

◆町内会の掲示板などに「地域の集合場所」のマップを

設置する。 
 

方針❿ 避難所の防災機能を高める 
住民等の生命の安全確保を 目的と し て、

災害時の一時的な避難生活を 送る場所と な

る避難所の機能を 高めまし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆簡易トイレなど、防災機能を充実する。 

◆避難所運営ゲームなど、住民参加のもとで

避難所の機能を高める活動に取り組む。 
 

▲避難所運営 
 ゲームを 通 
 じ た避難所の防災機能の強化 

方針⓫ 地域の宿泊施設等と 連携する 
様々なお店や事業所、ホテルやマンショ ンなどが立地する特徴を 活かし 、ホテルな

どと の災害時の連携・ 協力体制づく り を進めていき まし ょ う 。  

【具体的な取組のアイデア】 

◆非常時に避難所が３密とならないよう、学区内のホテルの空き部屋を利用できるよう

平時から協定を結んでおく。 

◆町内会として、災害時にマンションやホテル等との連携を考え、働き掛ける。 

◆豪雨等による水害時にはマンションの高層階に避難できるような環境づくり。 
 

▲防災まちづく り マッ プ 
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方針❼ 
避難できる「 通

り 」 を整える  

方針⓫ 
地域の宿泊

施設等と 連

携する  

 

方針❽ 
「 路地」の安全

性を高める 

方針❿ 
避難所の防災

機能を高める 

方針❾ 
「 地域の集合

場所」 の安全

性を高める 

方針❻ 
マンショ ン
の災害に備
える力を 育
てる  

図 防災まちづく り 方針図 


